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　株式会社カヤノ農産は、県が株式会社伊藤園との茶産地育成協定を締結し、その候補とし
て県から打診を受けたことがきっかけで、杵築市山香町でお茶の栽培を開始しました。平成
18年に農事組合法人を設立し、親会社の機械土木業の強みを生かして、広大な土地を独自の
手法で開墾し、平成19年には２ヘクタールの茶園を造成しました。当初から大型機械での作
業を想定した、大規模集約的な農業経営により着実に事業を拡大し、現在は約75ヘクタール
の茶園を運営しています。
　懇談では、茶葉の成木になるには５年以上かかるため、開園から５年間は売上がなく、
経費や人件費が先行して大変厳しい状況が続いたこと、植栽から18年経過し、現在は売上
が安定してきたことなどを伺いました。また、広大な茶園でのドローンを活用した農薬散布
や、閑散期に栽培している自然薯の販路拡大についてご意見、ご要望を伺いました。
　これまでの事業拡大の取組に敬意を表するとともに、引き続き、県農業振興にご尽力いた
だきたいとお伝えしました。

株式会社 カヤノ農産
～令和８年２月10日（火）訪問～　【杵築市】
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懇 談 風 景

関連分野における県の施策（令和８年度）

☆事 業 名：企業等農業参入推進事業
　事業概要：農業経営体の確保・育成に向け、県内外企業の農業分野への誘致を迅速かつ効果的に行

うため、参入企業に対する総合的な支援を実施
　予 算 額：5,233万円

☆事 業 名：農林水産業労働力支援体制整備事業
　事業概要：中核的経営体の規模拡大を推進するため、農業支援サービス事業体等の活用による労働

力の確保に取り組むとともに、人材定着に向けた働きやすい環境づくりを支援
　予 算 額：1億5,782万円

☆事 業 名：スマート農林水産業普及高度化支援事業
　事業概要：農林水産業における生産性の向上を図るため、スマート技術の開発・実証等を行うととも

に、技術活用の更なる促進に向けた人材育成
　予 算 額：4,482万円

☆事 業 名：おおいた園芸産地づくり支援事業
　事業概要：地域特性を活かすとともに、マーケットに対応した園芸品目を育成し、生産拡大を図

るため、市町の「園芸産地づくり計画」に基づき認定農業者等が行う栽培施設の整備
等を支援

　予 算 額：13億8,094万円


